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“
次
へ
の
備
え
”
が
大
切
に

　

今
年
の
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
は
５
年
の
節

目
を
迎
え
た
。
避
難
者
は
今
な
お
約
17
万
４
０
０
０

人
に
上
り
（
平
成
28
年
２
月
12
日
、
復
興
庁
調
べ
）、

し
か
も
福
島
県
の
原
発
事
故
地
域
を
中
心
に
、
帰
還

の
あ
て
の
な
い
方
々
が
多
数
い
る
。
住
宅
の
確
保
に

い
た
っ
て
は
、
高
台
移
転
は
30
％
、
災
害
公
営
住
宅

は
47
％
の
完
成
率
だ
。

　

被
災
地
の
、
あ
る
消
防
団
員
は
「
今
も
消
防
団
員

は
毎
日
、
目
視
で
行
方
不
明
者
を
探
し
て
い
る
。
毎

月
11
日
の
月
命
日
に
は
消
防
団
に
よ
る
一
斉
捜
索
を

し
て
い
る
」と
話
し
て
く
れ
た
。
決
し
て「
東
日
本
大

震
災『
か
ら
』5
年
が
過
ぎ
た
」の
で
は
な
い
。

　

全
国
の
自
治
体
は
、
引
き
続
き
被
災
地
に
思
い
を

寄
せ
て
復
興
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
次
の
大
災
害

へ
の
備
え
を
し
っ
か
り
と
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
改
め
て
痛
感
す
る
。

「
新
し
い
東
北
」
の
提
言

　

平
成
24
年
3
月
に
設
置
さ
れ
た
政
府
の
復
興
推
進

委
員
会
は
、「
新
し
い
東
北
」の
創
造
に
つ
い
て
調
査
・

審
議
を
開
始
し
た
。

　

委
員
会
は
、「
問
題
解
決
の
鍵
は
現
場
に
あ
る
」と

の
認
識
に
立
ち
、
委
員
に
よ
る
現
地
調
査
等
を
通

じ
、
既
に
地
域
に
芽
生
え
て
い
る
先
進
事
例
の
掘
り

起
こ
し
を
行
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
被
災
地
を
よ

く
知
る
各
分
野
の
専
門
家
を
集
め
た
懇
談
会
を
設

け
、
専
門
的
見
地
か
ら
検
討
を
行
い
、
平
成
26
年
4

月
に「
新
し
い
東
北
」の
目
指
す
べ
き
目
標
像
に
つ
い

て
提
言
を
行
っ
た
。

　
「
新
し
い
東
北
」の
創
造
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
報
告

書
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

◦�

復
興
を
単
な
る
原
状
復
帰
に
と
ど
め
る
の
で
は
な

魅
力
増
進
型
防
災

日
常
の
魅
力
増
進
施
策
で
防
災
力
を
高
め
る
（
第
１
回
）

跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
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く
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
日
本
全
国
の
地
域
社

会
が
抱
え
る
課
題
（
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
産
業

の
空
洞
化
等
）
を
解
決
。
わ
が
国
や
世
界
の
モ
デ

ル
と
な
る「
創
造
と
可
能
性
の
あ
る
未
来
社
会
」と

し
て
の「
新
し
い
東
北
」を
創
造
。

◦�

地
域
社
会
の
将
来
像
と
し
て
、
５
つ
の
社
会
に
関

す
る
目
標
像
を
取
り
ま
と
め
。

（
参
考
）「
新
し
い
東
北
」の
５
つ
の
社
会

①�

元
気
で
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
安
心

な
社
会

②�「
高
齢
者
標
準
」に
よ
る
活
力
あ
る
超
高
齢
社
会

③�

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
（
自
律
・
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
）

④�

頑
健
で
高
い
回
復
力
を
持
っ
た
社
会
基
盤
（
シ
ス

テ
ム
）の
導
入
で
先
進
す
る
社
会

⑤�

高
い
発
信
力
を
持
っ
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
社
会

５
つ
の
社
会
像
と
防
災

　

復
興
推
進
委
員
会
が
被
災
地
の
現
場
か
ら
紡
ぎ

出
し
た
「
５
つ
の
社
会
像
」
は
、
例
示
を
踏
ま
え
て

見
る
と
、
す
べ
て
防
災
力
の
強
化
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
。

①�

元
気
で
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
安
心

な
社
会

　

報
告
書
に
例
示
さ
れ
た
「
身
体
運
動
能
力
、
学
ぶ

力
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
、
共
に
支
え
あ
う
力
、

創
造
性
、
挑
戦
性
」
は
、
災
害
時
に
子
ど
も
が
困
難

を
乗
り
越
え
る
力
で
も
あ
る
。
防
災
教
育
は
、
こ
の

よ
う
な
力
を
育
成
す
る
上
で
大
き
な
効
果
が
あ
る
は

ず
だ
。

②�「
高
齢
者
標
準
」に
よ
る
活
力
あ
る
超
高
齢
社
会

　

例
示
さ
れ
た
「
外
出
し
た
く
な
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
や
「
高
齢
者
が
元
気
で
地
域
社
会
に
参
加

し
、
自
立
的
、
快
活
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
『
生
涯

現
役
型
社
会
』の
実
現
」は
、
災
害
時
要
配
慮
者
に
な

る
人
を
減
ら
し
、
む
し
ろ
支
援
者
を
増
や
す
地
域
社

会
の
姿
で
あ
る
。

　
「
心
身
が
弱
っ
た
場
合
に
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
出
来
る
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
次
世
代
型
の
地
域
医

療
・
介
護
・
予
防
等
の
体
制
の
構
築
」
は
、
災
害
後

の
安
否
確
認
、
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
と
密
接

に
関
わ
る
。

③�

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
（
自
律
・
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
）

　

例
示
さ
れ
た「
低
炭
素･

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
で
、
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
地
域
社
会
の

構
築
」や「
ク
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
先
導

的
な
研
究
開
発
、
実
証
、
関
連
産
業
の
集
積
等
、
一

連
の
経
済
効
果
が
被
災
地
に
循
環
す
る
環
境
を
整

備
」は
、
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
を
容
易
に
し
、

経
済
効
果
が
高
ま
る
こ
と
で
災
害
か
ら
の
回
復
力
が

向
上
す
る
。

④�

頑
健
で
高
い
回
復
力
を
持
っ
た
社
会
基
盤
（
シ
ス

テ
ム
）の
導
入
で
先
進
す
る
社
会

　

例
示
さ
れ
た
「
危
機
に
直
面
し
た
際
に
、
致
命
的

な
被
害
を
回
避
し
、
よ
り
迅
速
な
回
復
を
図
る
、
安

全
に
対
す
る
総
合
的
な
対
策
を
先
進
的
に
導
入
し
た

社
会
を
構
築
」
は
、
ま
さ
に
防
災
対
策
そ
の
も
の
と

言
っ
て
よ
い
。

⑤�

高
い
発
信
力
を
持
っ
た
地
域
資
源
を
活
用
す
る
社
会

　

例
示
さ
れ
た
「
地
域
資
源
の
潜
在
的
価
値
の
発

掘
・
認
識
、
価
値
の
維
持
・
向
上
、
市
場
へ
の
売

込
に
よ
り
、
独
自
に
富
を
創
出
し
、
持
続
的
に
発

展
す
る
社
会
を
構
築
」「
生
産
者
と
消
費
者
と
の
相

互
交
流
の
中
で
新
し
い
商
品
価
値
を
共
に
創
造
す

る
『
価
値
共
創
ビ
ジ
ネ
ス
』
を
推
進
」「
地
域
資
源
の

強
化
と
地
域
経
済
の
活
性
化
と
の
間
に
『
好
循
環
』

を
形
成
」
は
、
地
域
住
民
が
地
域
価
値
を
自
ら
創
造

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
活
性
化
を
促
す
と
と
も
に
、

地
域
外
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
経
済
力

を
高
め
る
。
こ
れ
ら
は
、
住
民
の
誇
り
、
つ
な
が
り
、

豊
か
さ
を
向
上
さ
せ
、
災
害
時
の
対
応
力
、
回
復

力
の
強
化
に
つ
な
が
る
。

　

す
な
わ
ち
、
５
つ
の
社
会
像
は
、
近
未
来
の
「
良

き
地
域
社
会
」の
姿
で
あ
る
と
と
も
に
、「
防
災
力
の

高
い
地
域
社
会
」
の
姿
で
も
あ
る
。
矢
守
克
也
京
都

大
学
教
授
は
「
防
災
に
“
だ
け
”
強
い
地
域
は
な
い
、

防
災
に“
も
”強
い
地
域
が
あ
る
だ
け
だ
」と
述
べ
て

い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

防
災
意
識
と
正
常
化
の
偏
見

　

一
般
に
、
人
の
防
災
意
識
は
大
災
害
後
に
は
一

時
的
に
高
ま
る
も
の
の
、
年
を
追
っ
て
弱
ま
っ
て

い
く
。
そ
の
理
由
は
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
の
減
少

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
根
本
と
な
っ
て
い
る

の
は
「
正
常
化
の
偏
見
」
で
あ
る
。
人
は
自
分
に

と
っ
て
都
合
の
悪
い
こ
と
は
、
無
視
す
る
か
過
小

評
価
す
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
を
正
常
化
の
偏
見

と
い
う
。

　

災
害
は
、
も
ち
ろ
ん
誰
に
と
っ
て
も
都
合
の
悪
い
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こ
と
で
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
過
小
評
価
し
よ
う

と
い
う
心
理
に
な
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
自
然
な
こ

と
で
も
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
過
去
に
大
被
害
を
受
け
た
先
人
た
ち

は
、
地
震
や
津
波
、
火
山
災
害
の
教
訓
を
石
碑
や
絵

画
、
物
語
で
伝
承
し
よ
う
し
た
。
例
え
ば
、
岩
手
県

宮
古
市
重
茂
姉
吉
地
区
で
は
、
昭
和
三
陸
地
震
（
昭

和
８
年
）の
津
波
被
害
の
教
訓
を
刻
ん
だ
石
碑（
大
津

浪
記
念
碑
）が
建
て
ら
れ
て
お
り
、「
此
処
よ
り
下
に

家
を
建
て
る
な
」
と
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
石
碑
よ
り
高
い
場
所
に
住
居
を
構
え
て
い
た
住
民

は
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き
津
波
に
よ
る
建
物
被
害

を
受
け
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
後
世
の
人
々
は
こ
れ
を

軽
ん
じ
、
あ
る
い
は
無
視
を
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

同
じ
地
域
で
同
じ
よ
う
な
被
害
を
繰
り
返
し
受
け
て

き
た
の
で
あ
る
。

魅
力
増
進
型
防
災
と
は

　

防
災
の
目
的
は
、
災
害
に
備
え
、
対
応
力
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
人
命
、
財
産
を
守
り
、
生
活
や
産

業
の
一
時
的
な
落
ち
込
み
を
減
ら
し
、
早
期
復
旧
復

興
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
災
害
が
あ
っ

て
も「
現
状
維
持
」で
き
る
こ
と
が
目
標
だ
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
災
害
が
も
し
長
期
に
わ
た
っ
て

来
な
け
れ
ば
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
は
無
駄
に
終
わ

る
。
そ
う
な
る
と
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
本
気
で
取

り
組
も
う
と
い
う
意
欲
が
出
て
こ
な
い
。
こ
れ
が
正

常
化
の
偏
見
を
助
長
す
る
。

　

こ
の
た
め
、
防
災
が
住
民
の
意
識
に
根
付
き
、
次

の
災
害
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、
正
常
化
の
偏
見
を

覆
す
手
法
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
住
民
に

と
っ
て
都
合
の
悪
い
災
害
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
逆
に
魅
力
を
高
め
る
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、
都

合
の
良
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
防
災
力
を
高
め
る

手
法
が
有
効
な
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
魅
力
増
進

型
防
災
」の
提
案
で
あ
る
。

　

災
害
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
個
人
、
地
域
、

団
体
、
企
業
、
自
治
体
等
が
魅
力
を
高
め
る
事
業
を

実
施
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
取
り
組
み
は
無
駄
に
は
な

ら
な
い
。
一
方
で
、
い
つ
か
来
る
災
害
を
想
定
し
、
災

害
が
あ
っ
て
も
被
害
を
減
ら
し
、
早
期
に
復
旧
で
き
る

要
素
を
埋
め
込
む
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
生

垣
に
変
え
る
事
業
は
、
緑
化

を
進
め
、
良
好
な
景
観
、
防

犯
、
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
役
立
つ
。
同
時
に
、
災
害

時
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
を
防

ぐ
こ
と
で
、
人
命
を
守
り
、
道

路
閉
塞
を
防
止
し
て
、
消
火

や
救
助
活
動
を
し
や
す
く
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日

常
の
魅
力
増
進
施
策
の
中
に
防
災
の
要
素
を
入
れ
込

ん
だ
事
業
を
実
施
す
る
の
が「
魅
力
増
進
型
防
災
」な

の
で
あ
る
。
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魅力増進型防災の概念

⇒両方を実現する防災への取組み

復旧

復興

魅力の増進

◎魅力増進への継続的取り組み
◎生活の質の低下を最小に、早期に復旧復興を進める

事故・
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